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研究成果の概要（和文）： 本研究では、留学生に対するアカデミック・ライティング教育の観

点からこれまで行ってきた一連の実証研究に基づき、パラフレーズ教材『アカデミック・ライ

ティングを学ぶ留学生のためのパラフレーズ演習』を開発した。複数の大学での試行を経て完

成した本教材は、主に単語を別の単語に言い換える「基礎編」、長さのある表現から意味を読み

取って言い換える「発展編」、大学での実際の課題に近い形式の「実践編」から構成されている。

これらの問題演習を通してパラフレーズのスキルを段階的に学ぶことができる。 

 

研究成果の概要（英文）： We have developed a teaching material which aims to improve 

Japanese language learners’ academic writing skills and is focused on paraphrasing. The 

development of it conducted based on the results which analyzed in our previous empirical 

studies.  The teaching material titled Paraphrasing Exercises for Academic Writing in 
Japanese consists of three parts: 1) Basic exercises for paraphrasing from a word to another, 

2) Exercises for paraphrasing that condenses meaning, 3) Practical exercises similar to 

academic paper.  It was utilized for Japanese language classes at several universities.  

The skill of paraphrasing is learned gradually through these exercises. 
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１．研究開始当初の背景 

同じ内容であっても、筆記と口頭では、言
語表現や述べ方が異なる。また、同じ筆記で
あっても、レポートや論文における文章と、
発表スライドや発表レジュメにおける箇条

書きでは、それぞれの表現形式が異なる。し
たがって、聴いた内容や話した内容を書く場
合、また読んだ内容や書いた内容を話す場合
には、文体に応じたパラフレーズ（言い換え、
書き換え）が必要となる。また、同じ内容を
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書く場合であっても、レポート・論文と発表
スライド・発表レジュメでは、それぞれの表
現形式に応じたパラフレーズが必要となる。
さらに、レポートや論文において間接引用を
行う場合、また字数制限に合わせて要旨を書
く場合においても、文章展開に応じたパラフ
レーズが必要となる。こうしたパラフレーズ
には、目的や伝達手段、ジャンル、場面など
に応じて適切な言語表現の使い分けが伴う
ため、大学でのアカデミック・ライティング
に取り組む留学生にとって重要な課題の一
つとなっている。留学生に見られる日本語の
問題には、具体的に次のようなものがある。 

・レポートや論文を書く際に、話し言葉の
表現を使ってしまう。 

・ゼミの発表で用いるスライド（パワーポ
イント）で、箇条書きや短い文でのまと
めができず、長い文や文章を書いてしま
う。 

・文献や資料から得た情報をレポートや論
文に間接引用として書く際に、自分の文
章の展開に合わせて書くことができず、
前後の文にうまくつながらない。 

・「レポートや論文では書き言葉を用いる」
「発表スライドや発表レジュメでは簡
潔に示す」と理解していても、実際の日
本語の使用場面に生かせない。 

留学生を対象にした、これまでのアカデミ
ック・ライティング教育においても、講義や
発表で用いられる言語表現と、文献や論文で
用いられる言語表現を適切に使い分けるこ
とは基本的な事項とされてきたが、その一方
で、パラフレーズに関しては、必要な学習項
目として十分に取り上げられてこなかった。 

このような問題背景をふまえ、平成 19－21
年度科研費基盤研究（C）「日本語学習者の文
章産出におけるパラフレーズに関する研究」
（課題番号：19520442）（以下、「平成 19－21
年度科研費研究」と略す）では、留学生を対
象にしたアカデミック・ライティング教育の
ための基礎研究の一つとして、表１の通り、
三つの観点から五つの調査研究を行い、第二 

 

表 1 平成 19－21 年度科研費研究 

 研究対象 

パラフレーズと

原文表現使用 

《調査１》文章の難易度とパラ 

フレーズとの関係 

語彙面 《調査２》使用語彙の難易度と 

パラフレーズとの 

関係 

《調査３》話し言葉から書き言葉 

へのパラフレーズ 

《調査４》名詞化における和語と 

漢語の誤用  

統語面 《調査５》文章から箇条書きへの 

パラフレーズ 

 

言語としての日本語によるパラフレーズの
困難点を語彙面及び統語面から解明した。こ
れらの調査研究の結果から、多様なパラフレ
ーズの学習と新たな教材が必要であるとい
う結論を得たが、教材開発にあたっては、デ
ィスコースレベル、すなわち文章・談話面か
らの検討が課題として残されていた。 

そこで、本研究では、上述した平成 19－21
年度科研費研究に続く研究として、新たに文
章・談話面に焦点を当て、日本語のトップダ
ウン処理上の困難点を究明するとともに、こ
れまでの研究を総括した上でアカデミッ
ク・ライティングに必要となるパラフレーズ
の教育方法を教材の形で提案することを試
みた。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、アカデミック・ライティ
ングを学ぶ留学生を対象にしたパラフレー
ズの教育方法を構築することにある。アカデ 

ミック・ライティングに必要となるパラフレ
ーズの学習を主眼とした日本語教材はこれ
までに出版されていないことから、本研究期
間内に、留学生を対象にした日本語の授業で
使用できる冊子体の教材を刊行することを
目指した。 

 

３．研究の方法 

 上述した目的を達成するために、以下の
(1)～(9)の順で、パラフレーズの教育方法を
検討し、アカデミック・ライティングを学ぶ
留学生を対象にした教材を開発した。 
(1)パラフレーズ分析（文章・談話面） 
(2)平成 19-21 年度科研費研究及び上記(1) 

に基づく学習項目の選定 
(3)教材の設計 
(4)教材の試作 
(5)試作教材の試行と評価１（研究代表者・

分担者の所属大学での実施） 
(6)試作教材の改善１  
(7)試作教材の試行と評価２（研究代表者・

分担者の所属大学以外での実施）  
(8)試作教材の改善２ 
(9)教材の刊行 

  
４．研究成果 
以下、(1)文章・談話面の分析から得られ

た結果と、(2)本研究で開発したパラフレー
ズ教材の概要、(3)試行と改善について順に
述べた後、最後に(4)本研究の成果と意義に
ついて述べる。 
 
(1)文章・談話面の分析 
 要約や間接引用では、文章に直接書かれて
いない非明示的な意味を言語化することが
あるが、従来の日本語教材では、この種の学
習が不足していたため、心理言語学的モデル



 

 

（van Dijk and Kintsch 1983, Kintsch 1998）
に基づく分析と、提示する問題文のあり方に
関する検討を行った。 
 分析にあたっては、もとの文章中の非明示
的な意味に着目して、留学生の要約文（中国
語母語話者 19 名、韓国語母語話者 14 名、日
本語能力試験 N1 相当）と日本人大学生（12
名）の要約文を分析した。その結果、留学生
と日本人学生の間で、もとの文章にない表現
を用いたパラフレーズの使用に量的・質的な
差異が見られた。特に文化的・社会的な背景
知識が関連する表現からのパラフレーズに
難しさが生じていたことから、学習項目とし
て取り上げる必要性が示唆された。 
本分析で得られた結果をふまえ、後述する

パラフレーズ教材の「発展編」及び「実践編」
の問題文の一部を作成した。 
 
(2)教材の概要 
本研究で開発したパラフレーズ教材の概

要は、以下の通りである。 
 
①対象 
 大学・大学院で日本語によるレポート、論
文、発表スライド、発表レジュメを作成する
必要がある留学生（日本語能力試験 N１相当）
を主な対象とした。専攻分野は限定せず、全
般的に共通して取り組める内容とした。 
 
②本教材のねらい 
開発した教材では、図 1 に示す通り、「読

んだことを書く」「聴いたことを書く」「話し
たことを書く」「書いた内容を別の表現形式
で書き直す」といった時に用いるパラフレー
ズを取り上げ、留学生のアカデミック・ライ
ティング能力の向上を目指している。教材を
開発するにあたって学習到達目標を「レポー
トや論文、発表スライド、発表レジュメのそ
れぞれに必要となるパラフレーズを習得し、
適切に使用できるようになること」とした。 
 
③本教材の特長 
従来の日本語教材のように学術場面で必

要となるライティングをレポート・論文とい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 本教材で扱うパラフレーズ 

った枠組みからのみ考えるのではなく、「読 

む」「聴く」「話す」「書く」といった言語活
動と結びつけた問題構成とした。具体的には、
関連文献を読んでその内容をレポートの一
部にまとめる、講義や講演を聴いてレポート
の一部にまとめる、インタビュー調査で得ら
れた発言の内容をレポートの一部にまとめ
る、論文の要旨を定められた字数でまとめる、
ゼミで発表する内容を発表スライドにまと
めるといった学術的場面に付随するパラフ
レーズを取り上げ、留学生のライティング能
力を向上させる問題演習を多数提示した。 
 
④全体の構成と内容 
本教材は、「基礎編」「発展編」「実践編」

の三部から構成されている。以下、それぞれ
について順に述べる。 
 
《基礎編：単語を言い換える》 
  主に一対一に対応する単語レベルでの
パラフレーズを取り上げている。具体的に
は、a)書き言葉、b)和語と漢語、c)名詞化、
d)ジャンルによる語の使い分けに関する
四つの課と総合問題２題から構成されて
いる。一連の問題には、語の共起に考慮し
て言い換えるものも含めている。 

 
《発展編：意味を読み取って言い換える》 

パラフレーズの範囲を基礎編よりも広
げ、ある程度長さのある表現を言い換える
パラフレーズを取り上げている。具体的に
は、a)複数の文や長い文を簡潔に言い換え
る、b)上位概念に言い換える、c)事柄・事
象を簡潔に言い換える、d)含意を表す/内
容を読み取って言い換えるといった四つ
の課と総合問題２題から構成されている。
一連の問題では、簡潔に内容をまとめるこ
とに焦点を当てている。 

 
《実践編：目的に応じて言い換える》 
  総仕上げとして、大学でのレポートや論
文、発表などを想定した問題演習を提示し
ている。具体的には、a)インタビュー調査
の結果をレポートにまとめる、b)関連文献
の内容をレポートにまとめる、c)発表原稿
の内容を発表スライドにまとめる、d)レポ
ートの内容を発表スライドにまとめる、e)
要旨をまとめるといった問題演習である。
内容・分量ともに大学の授業で実際に課さ
れる課題とほぼ同じか、それに近い形式の
問題演習となっている。これらの問題演習
を通して、実際のアカデミック・ライティ
ングでもパラフレーズが使えるようにな
ることを目指している。 

 
⑤各課の構成と内容 
「基礎編」「発展編」の各課は、説明→ス

＜書く＞ 
レポートを書く 

論文を書く 

発表ｽﾗｲﾄﾞを作る 等 

＜話す＞ 
発表する 

質問する 

インタビューをする等 

＜聴く＞ 
講義を聴く 

講演を聴く 

        等 

＜読む＞ 
専門書を読む 

論文を読む 

資料を読む   等 

パラフレーズ 



 

 

テップ１→ステップ２→ステップ３の順に
段階的に進んでいく。ステップ１では、該当
箇所を適切に言い換える。ステップ２では、
一文または複数の文の中から不適切な表現
や冗長な表現を見つけて言い換える。ステッ
プ３では、100～500 字程度の文章・談話の内
容を指示に従ってレポート・論文・発表スラ
イド・発表レジュメの一部としてまとめる。 
「基礎編」「発展編」のそれぞれの最後に

は、各課での学習を総括する総合問題を設け
ている。この総合問題は、「実践編」への橋
渡し的な位置づけにある。 
「実践編」の各問題では、それぞれ 400～

2000 字程度の文章・談話の内容を、指示され
た表現形式でまとめるといった課題を提示
している。 
 開発した教材では、以上の段階的な問題演
習を通して、個々のパラフレーズがそれぞれ
どのような場合に必要になるのか、またどの
ように言い換えるのかを学ぶことができる。 
 
(3)試行と改善 
①学習者による評価と改善 
研究代表者及び研究分担者が所属するそ

れぞれの大学で試作教材 ver.1を用いた試行
を実施した（2011 年 4～7月）。いずれも留学
生（日本語能力試験 N１相当、国籍：中国、
韓国、マレーシア、ベトナム）を対象にした
日本語の授業で行った。 
授業後に教材として有用か否かを留学生

に尋ねたアンケートでは、４段階評価（４:
強くそう思う、３：そう思う、２:あまりそ
う思わない、１: そう思わない）で平均 3.3
の評価値となり、概ね肯定的な評価が得られ
た。自由記述欄には、「論文を書く際には必
要な練習」「話し方と書き方の対照を通して
書く能力（の向上）に役立つ」といったコメ
ントや、「語を言い換えるのは（中略）文全
体の意味を理解することが前提である」「文
章の中で言い換える練習は、言葉を覚えるの
にも役立つ」といったコメントが寄せられ、
必要な練習であるという認識とともに、文脈
の中でパラフレーズを捉えることの意識化
を図ることができた。 
試行した授業での留学生からの質問や解

答状況、各問題演習に係る時間等を把握した
結果から、主に a)各課における説明の提示方
法、b)１課当たりの問題数、c)各問題の難易
度といった面から改善を図り、試作教材
ver.2 を作成した。 
 
②教員による評価と改善 
本研究で開発した教材を教材開発者以外

にも広く使いやすいものにするといった観
点から、試作教材 ver.2 の試行を国内の４大
学に依頼し、実施した（2012 年 9～12 月）。 
試行後の教員へのインタビューでは、全般

的に良好な評価が得られ、開発者以外でも授
業に活用できることが確認された。 
試行結果をふまえて、さらに a)個々の表現

の調整、b)問題文の配列の変更による難易度
の調整、c)留学生にとってわかりにくい語へ
の注の追加、d)漢字の読みに関する一覧の追
加といった面から改善を図った。 
 
③教材の刊行 
以上の試行と改善を経て、パラフレーズ教

材『アカデミック・ライティングを学ぶ留学
生のためのパラフレーズ演習』（B５版，全 86
頁）を刊行し、高等教育機関、日本語教育関
係機関、教員、留学生に配付した。 
 
(4)本研究の成果と意義 
 本研究の成果と意義は、以下の点に総括さ
れる。 
第一に、留学生を対象にしたパラフレーズ

教材を新たに開発した点である。本研究を通
して、アカデミック・ライティングに必要な
パラフレーズを学習項目として整理すると
ともに、必要な練習を提示することができた。
従来の日本語教材では、ごく一部のパラフレ
ーズしか取り上げられていなかったが、本教
材によって、単語レベル、文レベル、文章・
談話レベルといったそれぞれの言語処理に
応じたパラフレーズを体系的に学ぶことが
できるようになった。 
第二に、学術場面で必要となるライティン

グを、従来の日本語教材のようにレポート・
論文といった枠組みからのみ捉えるのでは
なく、「読む」「聴く」「話す」「書く」といっ
た言語活動と結びつけて考えることにより、
パラフレーズの意識づけができた点である。
このような日本語教材は従来なかったもの
であり、アカデミック・ライティングを学ぶ
留学生の一助になると思われる。 
本研究では、第一段階として紙媒体での教

材化を進めたが、今後は、CD や Web サイトを
活用した音声メディアとの関連づけを視野
に入れた改善を図っていきたい。 
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